
 契 約 医 療 機 関 に 対 す る お 願 い  

 特定疾患治療研究事業の対象療養に係る高額療養費の自己負担限度額については、入

院療養に限り多数回該当が適用となる場合があります。契約医療機関におきましては、

当該事業における入院療養について、個人単位、医療機関単位で多数回該当の適用の有

無をご確認いただいた上で診療報酬の請求をお願いいたします。 

 

※ 特定疾患治療研究事業等の受給者の場合のレセプトにおける特記事項欄への記載について 
（平成 21 年 4 月 30 日付保医発 0430001 号 厚生労働省保険局医療課長、厚生労働省保険局歯科

医療管理官通知「診療報酬請求書等の記載要領等について」よるものです。） 

 

特定疾患治療研究事業等の受給者証が提示された場合、それぞれの所得区分に応じ、特記

事項欄に以下のコードを記載してください。 

コード 略号  

１７ 上位 以下のいずれかに該当する場合 

① 「上位所得者の世帯」の限度額適用認定証が提示された場合 

② 「上位所得者（70歳以上の場合は現役並み所得者）の世帯」の適用区分の記

載のある特定疾患医療受給者証又は小児慢性特定疾患医療受診券が提示された

場合（特記事項「２２」に該当する場合を除く。） 

１８ 一般 以下のいずれかに該当する場合 

① 「上位所得者の世帯」又は「低所得者の世帯」以外の限度額適用認定証が提

示された場合 

② 「上位所得者の世帯」又は「低所得者の世帯」以外の適用区分の記載のある

特定疾患医療受給者証又は小児慢性特定疾患医療受診券が提示された場合 

（特記事項「２３」に該当する場合を除く。） 

１９ 低所 以下のいずれかに該当する場合 

① 「低所得者の世帯」の限度額適用認定証又は限度額適用・標準負担額減額認

定証が提示された場合 

② 「低所得者の世帯」の適用区分の記載のある特定疾患医療受給者証又は小児

慢性特定疾患医療受診券が提示された場合（特記事項「２４」に該当する場合

を除く。） 

 

   特定疾患治療研究事業等にかかる医療について、多数回該当に該当した場合は、所得区

分に応じて、特記事項欄に以下のコードを記載してください。ただし、多数回該当の対象

は入院のみです。 

コード 略号  

２２ 多上 「上位所得者（70歳以上の場合は現役並み所得者）の世帯」の適用区分の記載

のある特定疾患医療受給者証又は小児慢性特定疾患医療受診券が提示された場

合であって、特定疾患治療研究事業又は小児慢性特定疾患治療研究事業に係る

公費負担医療（入院に限る。）の自院における高額療養費の支給が直近１２ヶ

月間において４月目以上である場合（以下「特定疾患給付対象療養高額療養費

多数回該当の場合」という。） 

２３ 多一 「上位所得者の世帯」又は「低所得者の世帯」以外の適用区分の記載のある特

定疾患医療受給者証又は小児慢性特定疾患医療受診券が提示された場合であっ

て、特定疾患給付対象療養高額療養費多数回該当の場合 

２４ 多低 「低所得者の世帯」の適用区分の記載のある特定疾患医療受給者証又は小児慢

性特定疾患医療受診券が提示された場合であって、特定疾患給付対象療養高額

療養費多数回該当の場合 

 


